






























イェーナ時代の「自然法論文」 「人倫の体系」 「体系構想」 、『精神現象学』の研究、そして法哲学講義の研究などを通して、多くの論文を公表し、著作にもまとめら てきた。本書には、これらの研究成果が ヘーゲルの生涯（青年期から晩年まで（と重ね合わされな ら、凝縮されて示されている。と同時に、近年注目 集めてい ベルリン時代の「講義録」研究などにも触れている。逸話も散りばめられ、知らないことも多々あり 個人的に楽しむことができた。ただし、論理学の記述は少ない。確か滝口 んは論理学も精通されており、本書で その一端が示されているにすぎないが、いずれ論理学につい も論文を書 ていただけないかと思う。　
滝口さんは、ヘーゲルの思想の核心を少しも損なわず、
しかも、わかりやすく、適切な例をあげながら 説得説明される。滝口さんの読解の深さが生み出 た のであるが、そうした表現を獲得するまで、多く 時間が費やされたのではな ろうか。一般の読者だけでな 、専門家にも熟読してほしい書物である。
